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アディポネクチンとそのレセプターの胎児、胎
盤への関与に関する検討
（大学院単位取得・産科婦人科学）
○山本美希子
（霞ヶ浦・産科婦人科）
　永井　　敦、加塚　祐洋、舟山　　仁
（産科婦人科学）
　井坂恵一
（船橋市立医療センター・産科婦人科）
　大淵　　紫、鈴木　康伸
【緒言】肥満・糖尿病・高血圧・高脂血症はメタボリッ
クシンドロームと呼ばれ、近年脂肪組織が分泌するア
ディポサイトカインがその重要な病因を果たしてい
ることが明らかになった。アディポサイトカインは、
レプチン、TNF一αをはじめとした多種が今まで知ら
れており、さらに最近アディポネクチンが遺伝子同定
され、3量体を基本構造に高分子、中分子、低分子で
構成されていることが明らかになった。今回、私たち
は分娩時の膀帯血また母体血中のアディポネクチン
の分子量別測定を行い、胎児体重、胎盤重量、分娩様
式等との相関を検討した。さらに胎盤アディポネクチ
ンの産生の有無につき検討を加えた。
【対象】平成19年4月から同年9月までの分娩症例
のうち十分なインフォームドコンセントを得られた
79症例を対象とした。
【方法】月齊帯血、母体血を採取し、血清を凍結保存し
た。また胎盤を液体窒素で凍結、またはホルマリン固
定し保存した。ELISA法で血清中アディポネクチン
を分子量別に測定し、Real　time　PCR法で胎盤のア
ディポネクチンまたそのレセプターであるアディポ
Rl、　R2の発現を検討した。
【結果】細帯血中アディポネクチンは母体血中より
有意に高値を示した（P＜0．㎜1）。分子量別測定では
高分子アディポネクチンが有意に高値を示した。帝王
切開群と経膣分娩群の膀帯血アディポネクチン値は
帝王切開群が有意に低値を示した。しかし、胎児体重
および胎盤重量と膀帯血中アディポネクチン値の相
関は認められなかった。また、胎盤からは、アディポ
ネクチンが産生されていないことが明らかになった。
【考察】高分子アディポネクチンの胎児・胎盤の発
育、成熟への関与が予測されたが、今回の研究を通し
ては直接的な因果関係は認められなかった。脾帯血中
に有意に多く存在することから、その生物学的意義に
ついて更なる検討を加える必要があると思われる。
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（Department　of　Nephrology，　Tokyo　Medical　Univer－
sity）
OFumihiro　Takeguchi，　Toshiyuki　Nakao
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Disease，　Tohoku　University　Graduate　School　of
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　Purpose：　lcodextrin　peritoneal　dialysis　（PD）　solution
reportedly　benefits　patients　suffering　from　metabolic
derangement　due　to　glucose　load　from　dialysate．
However，　the　effects　of　lcodextrin　on　insulin　resistance
and　adipocytokine　profiles　remain　unclear．
　Subj　ects　and　methods：　Subjects　consisted　of　14　stable
patients　（8　men，　6　women）　on　PD　for　＞6　months．
Mean　age　was　57±11　years　old　and　mean　PD　duration
was　49±30　months．　Patients　were　classified　into　two
groups　according　to　index　of　insulin　resistance　（HOMA－
IR）：　Group　A，　〈2．0　（n＝　7）；　and　Group　B，　ll　2．0　（n＝
7）．　Glucose　PD　solution　was　subsequently　switched　to
Icodextrin　once　a　day　during　the　night　and　the　changes
in　HOMA－IR　and　adipocytokine　profiles　were　examined
after　3　months．
　Results：　Glucose　absorption　dose　tended　to　decrease
ih　both　groups　after　introduction　of　lcodextrin，　with　a
significant　reduction　in　Group　B．　No　changes　were
seen　in　body　mass　index，　fluid　status，　PD　dialysis　dose　or
residual　renal　function　in　both　groups．　No　changes
were　found　in　fasting　plasma　glucose　levels　in　both
groups．　Plasma　insulin　levels　did　not　change　in　Group
A，　whereas　it　decreased　significantly　in　Group　B，　result－
ing　in　no　change　to　HOMA－IR　i’n　Group　A　（from　1．4±
O．4　to　1．5±O．8）　and　a　significant　decrease　in　Group　B
（from　5．9±2．2　to　3．2±O．6；p＝O．OOO79）．　Regarding
the　plasma　adipocytokine　profiles，　no　changes　were
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found　in　plasma　leptin，　TNF－a　or　PAI－1　levels　in　both
groups．　ln　plasma　adiponectin　levels，　no　changes　were
found　in　Group　A，　whereas　there　was　a　significant
increase　in　Group　B．
　Conclusion：Icodextrin　solution　may　ameliorate
insulin　resistance　by　decreasing　insulin　levels　due　to
reduced　glucose　load　and　increased　plasma　adiponectin
levels．
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血小板活性化因子（PAF）一アセチルヒドロラー
ゼ遺伝子多型（Val・279・Phe）と糖尿病網膜症の
関連の検討
（内科学第五）
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　岩城　祥樹、桂　　善也、松岡　　健
【背景と目的】血小板活性化因子（Pl　atelet－activating
Factor：PAF）は血小板活性化作用以外にも多彩な生
理的作用を示すことが知られている。PAFはPAF一ア
セチルヒドロラーゼ（PAF－AH）により不活性化され
る。PAF－AH遺伝子には、　exon9に279番目のValが
Pheに置換する遺伝子多型Va1279Phe（V279F）が存
在し、このアミノ酸置換によりPAF－AHの酵素活性
が低下することが知られている。V279Fはほぼ日本人
に特有なものであり、これまで日本人の脳梗塞患者や
心筋梗塞患者において変異型であるPhe279（Fア
リール）の頻度が上昇していることが報告されてい
る。PAFにはVEGFによる血管新生を増強する作用
があること、また私たちは以前糖尿病増殖網膜症患者
の硝子体でPAF－AH活性が増加することを報告して
おり、この遺伝子多型が糖尿病網膜症に関与する可能
性が考えられ以下の検討を行った。
【対象】2型糖尿病llO人を対象とした。この中で増
殖網膜症49人を増殖群、それ以外61人を非増殖群と
した。
【方法】V279FをはさむようにPCRを行い、　PCR産
物を制限酵素処理後に電気泳動することで遺伝子型
を決定。統計学的検定にはカイニ乗検定を使用した。
【結果】増殖群ではV／V32人、V／F16人、F／FI人
に対し、非増殖群ではV／V48人、V／F12人、F／F
l人であり、両群問に有意差はみられなかった（ρ＝
0．288）。Fアリールの頻度は、増殖群で18．4％に対し、非
増殖群でlI．4％であり、増殖群で高値を示したが有意
差はなかったψ＝0．150）。
【結論】増殖網膜症では有意差はないがFアリール
の頻度が増加していた。この変異によりPAF－AH活
性が低下してPAFが上昇することが増殖網膜症に関
与する可能性が考えられた。
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大島医療センターにおける糖尿病治療の実態
（八王子・糖尿病・内分泌・代謝内科）
○清水　彩子、大野　　敦、植木　彬夫
（内科学第三）
　武田　御里、荒井　康弘、粂川　真里
　高橋　英理、小田原雅人
　背景：糖尿病患者の著しい増加に比べ専門医数は
十分半はなく特に地方ではその傾向にある。今回、離
島の診療所に勤務する機会があり、糖尿病診療の実態
調査により今後の課題について報告する。
　方法：対象は大島医療センターに2007年11月時
点で通院中の糖尿病患者351名で、患者背景、治療方
針、管理状況を解析した。
　結果：平均年齢は68．7歳で60－70歳代が最多で
64％を占めた。平均HbAlc（以下Alc）6．8％で、　Alc
6．5％未満が45％、Alc　8％以上が16％を占めた。食事
療法が22％、経口薬療法が64％、インスリン（以下イ）
療法が14％。栄養指導は、町の健康センターの栄養士
1名が行い年間50件であった。イ療法の77％は本土
で導入されていた。非透析者で推算GFR　60未満が
32％、30未満が6．8％を占めた。脂質管理目標は46％、降
圧目標は44％が達成されていた。島外からの日本糖尿
病学会所属の非常勤医師（週1日）、学会員を含む当講
座からの派遣医師（以下D群）が患者の51％を担当
し、残りは循環器内科、外科などの非専門医（以下N
群）が担当。平均AlcはD群7．0％、　N群6．6％でD群
が有意に高く（p＜0．001）、Alc　8％以上はD群19％、　N
群13％で、比較的管理不良例をD群が分担していた。
食事療法はD群16％、N群28％、経口薬療法はD群
66％、N群64％、イ療法はD群19％、　N群8％を占め、
D群ではイ療法、N群では食事療法の割合が有意に多
かった（X2検定：p＜O．OO5）。　Alc　8％以上で　経口薬
患者はD群では69％、N群では82％を占め、イ導入必
要例も含まれていた。
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